
（単位 ： 百万円）

差　額 差　額 差　額 差　額

Ⅰ

8,813 8,813  - 4,192 4,192  - 932 932  - 13,937 13,937  -

- 50 △50  - 24 △24  - 0 △0  - 74 △74

2,600 2,948 △348 4,876 1,599 3,277 55 25 30 7,531 4,572 2,959

41 352 △310 20 196 △176 4 37 △33 65 585 △520

3,372 6,218 △2,846 1,022 1,699 △677 43 81 △38 4,437 7,999 △3,562

14,826 18,381 △3,555 10,110 7,711 2,400 1,034 1,075 △41 25,970 27,167 △1,196

Ⅱ

8,854 8,808 47 4,212 4,785 △572 936 975 △39 14,002 14,567 △565

 -  -  -  -  -  - 936 975 △39 936 975 △39

 -  -  -  -  -  - 562 563 △1 562 563 △1

 -  -  -  -  -  - 373 412 △39 373 412 △39

8,854 8,808 47 4,212 4,785 △572  - - - 13,067 13,593 △526

4,757 4,790 △33 1,183 1,193 △10  - - - 5,940 5,982 △42

4,098 4,018 79 3,029 3,592 △563  - - - 7,127 7,610 △484

 - 50 △50  - 24 △24  - 0 △0  - 74 △74

2,600 2,948 △348 4,876 1,599 3,277 55 25 30 7,531 4,572 2,959

3,372 6,205 △2,833 1,022 1,448 △426 43 81 △38 4,437 7,734 △3,297

14,826 18,011 △3,185 10,110 7,856 2,255 1,034 1,081 △47 25,970 26,947 △977

（注）

① 当法人は通則法第35条の4に定める中長期目標に沿った事業セグメントを採用しております。

第4期中長期目標期間における事業セグメントは次のとおりです。

【重点研究開発領域における基礎研究及び基盤的研究開発】　　　経済・社会的課題に対応するための材料開発及び物質・材料科学技術全体を支える基盤的研究開発

【研究成果の情報発信及び活用促進、中核的機関としての活動】　　研究成果の社会還元及び研究情報の社会実装の促進によりイノベーションを強力に牽引する中核的機関活動

② 事業セグメントごとの「予算」と「決算」との差額が生じた主な理由は次のとおりであります。

予算額 決算額

決　　算　　報　　告　　書
自　平成31年4月 1日

至　令和 2年3月31日

区　　　分

重点研究開発領域における基礎
研究及び基盤的研究開発

研究成果の情報発信及び活用促進、
中核的機関としての活動

法人共通 合計

予算額 決算額

受 託 事 業 収 入 等

予算額 決算額 予算額 決算額

収 入

運 営 費 交 付 金

補 助 金 等

施 設 整 備 費 補 助 金

雑 収 入

物 件 費

収 入 合 計

支 出

運 営 費 交 付 金 事 業

一 般 管 理 費

人 件 費

物 件 費

業 務 経 費

人 件 費

※2 施設整備費補助金におきましては、「研究成果の情報発信及び活用促進、中核的機関としての活動」において当事業年度に交付決定を受けた平成31年度補正による研究開発基盤
施設の老朽化対策及び先進的材料研究開発基盤施設の整備事業を翌事業年度へ繰り越しました。

※3 受託業務等におきましては、積極的な受託活動により増加となりました。

補 助 金 事 業

施 設 整 備 費 補 助 金

受 託 業 務 等

支 出 合 計

※1 補助金事業におきましては、主に科学技術人材育成費補助事業の獲得により増加となりました。


